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B15
金属微粒 子 の融解 の理解
京大理 松 原 武 生
金属微粒子の融点が, Bulk金属の融点よりも低いことは以前から知られてお り熱力
学的な理論はあるが,1)微視的理論は今までに試みられたことはないように思われる.こ
の報告では Selトconsistentphonontheory の一つの応用 として,高温近似で非調和性
も考慮 した "self-consistentEinsteinmodel"により金属微粒子の融解の挫論を試みる.
半径 Rの金属微粒子中の原子は一定の Bravais 格子 1Ri)を組んでいるものとす
る｡ 原子間のポテンシャルをV(r-r')とすると, i番 目の原子の振動数 W(i)は





(1)式右辺の平均をとるものとするo v(r)のフー リエ成分を㌔ とすれば,高温近似
で (1)は ¢(r)をきめる次の方程式になる:
















ある温度 Tm以上になると(3)又は (5)は解を持たなくなるo このことを元の変分間
題にさかのぼって調べると,自由エネルギーの極小が消滅する点にあたり出発点に仮定





㌔ ニ Aーe一α2q2 (6)
の形をとり,さらに (4)式の o(求)を分散値-Rをもつガウス分布です りかえるとq
積分は容易に実行できて f(｣)の形はきまる｡ それは結局,
Tn m- X 叩 (0･1'ex｡トo'蓋 )〕〔志 学〔2%
(7)
となるO ただし逆格子点についての和を最小の逆格子ベク トル G-27T/aだけに止め,
Ⅹ-G2k7T,0-G2 哀2 , 0-G2a2






図には Sn微粒子の融点 Tm の実験

























東大教養 内 藤 豊 昭
小 野 周
剛体球系の粘性係数及びその SheaHateに対する依存性を,非平衡分子力学により






心速度のⅩ成分を持っ｡従って,基準領域にある速度 (ui,Vi,Wi) を持つ粒子 i
の上側の領域-の像 i′の速度,座棟として
Ui′-Ui+DL ; Vi′ - Vi; Wi′-Wi
Xi′ - Xi+Dい ; Yi′- Yi; Zi′-Zi
(1)
(2)
ととる｡ iの下側の領域-の像 i〟の位置,速度は, (1),(2)で十を一 に換えた
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